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教授必須項目 改定案(部分) 

 

[総説（「教授必須項目」１～４相当部分）で項目として追加することを提案] 

(総説の章建ては未検討なため、番号は暫定的なものである。) 

 

① 死生観  

生とは何か  

  死とはなにか（Thanatology）  

 

② 全人的医療と病の位置づけ  

健康は何か  

病とは何か (care と cure) 

 

③ 法と倫理の関係とちがい  

医事法制  

緊急避難・正当業務行為  

法的無能力  

 

④ 看護の倫理  

自己決定の支援・援助的関係 （advocacy）  

 

⑤ ケアの倫理  

 

⑥ チーム医療の倫理  

職責、その連携と範囲（チーム医療のディレンマを含む）  

他職種に対する理解 （医師・看護師以外の専門職に対する理解）  

リーダシップの倫理  

治療方針における意思決定のあり方（プロセス・方法）  
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[生命倫理・医療倫理における個別分野（「教授必須項目」5～13 相当部分）の提案 ] 

 

5 命の始まりにかかわる倫理的問題  

5.1 現状理解・事実理解項目  

人工妊娠中絶 (胎児診断を含む ) 

母体保護法  

 

5.2  倫理的争点・問題点  

選択的中絶  

生命の神聖とパーソン理解  

   当事者の自己決定権  

 

 

6 生殖補助医療に関する倫理的問題  

6.1  現状理解・事実理解項目  

人工授精  

体外受精  

サロゲートマザー  

ホスト・マザー  

精子・卵子・胚の提供（精子・卵子・胚の売買を含む）  

 

6.2  倫理的争点・問題点  

子供の福祉（出自を知る権利を含む）  

家族の概念  

身体の資源化と身体理解  

フェミニズムと社会的圧力  

 

 

7 命の終わりにかかわる倫理的問題  

7.1  終末期医療の現状と事実  

緩和ケア  

（Sedation と Pain Control / Grief Care / 緩和医療は終末期のみでない点を含む）  

終末期の定義（日本における現状を中心として）  
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各国の法制度と現状（オランダ・ベルギー・ドイツ等）  

生命の短縮につながる措置（治療中止  / 治療差し控え  / 安楽死など）  

 

7.2 終末期医療の倫理的争点と問題点  

治療義務の限界  

自己決定権と医学的適応の問題 （DNR / 事前ケア計画）  

自己決定権をめぐる法と倫理（法的無能力者等を含む）  

トータルペイン理解に基づく全人的ケア（ spiritual care 等を含む）  

 

 

8 移植医療にかかわる倫理的問題  

8.1 移植医療をめぐる現状理解・事実理解項目  

生体移植  

心停止後の移植  

脳死からの移植  

 

8.2 移植医療をめぐる倫理的争点・問題点  

慢性的臓器不足とアクセス権  

自己決定権と社会的圧力 （opt out/ opt in 方式の扱いを含む）  

人体の利用と人体の尊厳（生体・遺体双方の扱いを含む）  

 

 

9  遺伝学的検査・診断にかかわる倫理的問題  

9.1 遺伝学的検査・診断をめぐる現状理解・事実理解項目  

確定診断目的遺伝学検査（鑑別診断目的遺伝学検査）  

非発症保因者診断  

発症前診断           

出生前診断  

薬理遺伝学的診断  

 

9.2 遺伝学的検査・診断をめぐる倫理的争点・問題点  

遺伝カウンセリングと情報開示（知る権利・知らされない権利）  

遺伝カウンセリングとメンタル・ケア  
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遺伝カウンセリングと判断（価値判断・事実判断の区別）  

プライヴァシーと生命保険通告義務  

 

 

10    医学研究に関わる倫理的問題  

10.1  医学研究をめぐる現状理解・事実理解項目  

臨床研究（治験等）  

遺伝子研究  

再生医療（ヒト・クローン技術を含む）  

動物の研究  

 

10.2  医学研究をめぐる倫理的争点・問題点  

同意（ IC と包括同意）  

リスク  

情報の保護と開示  

社会的弱者に対する配慮  

利益相反  

refine/ reduce/replace(改善・削減・代替 ) 

生命操作と人体の Vulnerability と Integrity 

 

 

11 保健医療政策と医療資源の分配の倫理的問題  

11.1 医療資源の分配をめぐる現状理解・事実理解項目  

マクロの医療資源分配  

（希少疾患の研究か生活習慣病の研究か /混合診療 /医療の地域格差  ）  

ミクロの医療資源分配 （トリアージュ）  

 

11.2 医療資源の分配をめぐる倫理的争点・問題点  

医療アクセス権と公益  

優先順位決定の倫理  
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[生命倫理・医療倫理の基礎となる規範倫理項目（「教授必須項目」14 相当部分）の提案] 

（「教授必須項目」14「医療倫理の哲学的基礎と宗教」に相当する規範倫理の部分をどこに

位置づけるか、とりわけ総説との関係については未検討、また宗教の項目についても未検討

である。） 

 

倫理学の位置づけ 

 

義務基底的理論(duty based theory)と権利基底的理論(right based theory) 

 

徳倫理 

 西洋における徳倫理 

 東洋における徳倫理 

 

人権・人間の尊厳 


